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名誉総裁

高円宮妃久子殿下

高円宮妃殿下におかれましては、

初代名誉総裁高円宮殿下のご遺志を受け継がれ、

平成1 5年2月 19日付で本会の名誉総裁にご就任

いただきました。

妃殿下には、在りし日の殿下とともに海に親しまれ、

海の大切さ、海の厳しさについてのご造詣が深く、

ボランティアで海難救助にあたる本会の役割の重要

性を強くご認識いただいております。

脱出（1889) 11月間＋ 古来「海鳴り神」として広く知られる

讃岐金万比羅宮の宮司琴陵宥常氏の

発起で、讃岐琴平のt也で大日本帝国

水難救済会発会

明治23年 （1890) 4 月 吋ー 有栖川宮威仁親王殿下を初代総裁に

推量詰

明治29年 （1896) 吋ー 本会事業の国家経営の建議案が貴・

衆両院を通過、毎年補助金下附決定

明治31年 （1898)11月 ＋ 民法の制定・施行に伴い、社団法人

大日本帝国水難救済会と登記

明治37年 （1904) 3 月 I 社団法人帝国水難救済会と

大正 2年 （1913) 8 月 東伏見宮依仁親王殿下を二代総裁に

推戴

大正11年 （1922) 8 月 十 伏見宮博恭王殿下を三代総裁に推
戴、昭和21年3月ご退任

大正13年 （1924) 十 国際水難救済会議に出席 （昭和3年、
7年、 11 年、 so年、 58年、 62年、平成3

年にも出席）

昭和14年（1 939) 11月 十 時九段軍人会館で、本会創立so周
年記念式典を挙行

昭和24年（1949) 4 月

1掴法昭和五年（1950) 7 月 青い羽根募金開始

昭和60年 (1985) 10月 本会に洋上救急センターを設置、洋上

救急事業開始

昭和俳（1…1τ…定公益治進法人に認定

平成元年（1989) 11 月 3 日 本会創立100周年を迎え、 10月26自に

東京港で救星間II線全国大会、 27自に

日本海運倶楽部で詑念式典を挙行

浮上救急制度発足10周年を迎え、 10

月4自に日本海運倶楽部で記念式典

を挙行

平成9判明7) 6 月12日＋ 鵡の一都改正を行い、各支部の地

方組織としての独立化作量障を開始

鴨13隼（湖1)2 月148守 会臨海都道府県41ケ航地方組織
（地方水量量救済会）を董備

平副3•<2001) 1 ,m日十間宮殿下抑制嚇

平成14年(2002） η月218

平成15年Q伺3) 2 月19日
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128年問、脈々と受け継がれてきた

海上の安全のために奉仕する精神

我が身を顧みず人命救助に尽くす、 日本における

水難救済の歴史。 それは、 頭陳琴平の地に始まる。

讃岐の地に古くから「海の護り神」と呼ばれてきた金

万比羅宮があります。金刀比羅宮の由緒については三つ

の説があり、そのひとつはヒンドゥー教のガンジス川の

神クンビーラが仏教に取り入れられ宮比羅大将となり、

神仏習合によって金見羅大権現が成立。クンビーラがガ
ンジ、ス川の水神であったことから、日本では海上交通の

護り神として信仰されてきたというものです。もうひとつ
の説は、古代、金万比羅宮がある象頭山の麓まで入江が

入り込んでいたため、金万比羅宮は「海の護り神J とし
て信仰されるようになったというものです。

明治19年のノルマントン号事故を機に水難救済の
ことおかひろつね

必要性を痛感した金万比羅宮宮司、 琴陵宥常氏。

明治19年（1886) 10月、イギリスの貨物船「ノルマント

ン号J が紀州大島沖で座礁沈没しました。この時、イギ

リス人乗組員は全員脱出して助かりましたが、乗り合わ

せていた日本人23人は船に取り残され全員が水死しまし
た。この水難事故は幕末に締結した日本と諸外国との
問で結ぼれていた不平等条約がからみ、大きな国際問

題になりましたが、同船船長に対する責任は事故の規

模から見ると極めて軽微であり、日本国民の感情を大き

く傷つけました。

この事故の経緯や結果をみて、金万比羅宮宮司であ

った琴陵宥常氏は海上安全を祈願しながら水難救済制

度の必要性を痛感しました。
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金万比羅宮御本宮

象頭山金毘羅全図

明治22年、今日の日本水難救済会の礎が築かれる。

初代総裁に着栖，，l宮威仁親王捻ヤを推戴。
明治22年（1889) 3月、琴陵宥常宮司は当時の

総理大臣黒田清隆伯爵に会い、水難救済会設

立に大きな賛同を得ました。さらに、当時の海軍

次官等と設立について協議を重ね、同年11月3日

の天長節に讃岐の金万比羅宮において「大日本
帝国水難救済会」の開会式が推挙され、ここに

今日の日本水難救済会の礎が築かれました。
越えて、明治23年（1890) 4月、有栖川宮威

仁親王殿下を初代総裁に推戴するとともに、役

職員を充実し、事務組織を逐次整備して、その

基礎を固めました。

宥常宮司は明治25年（1892) 2月、琴平で逝

去されましたが、海の安全と人を尊ぶ精神は変
わることなく今も脈々と受け継がれています。

琴陵宥常氏の像

敵兵を救助した水難救済会の人道主義に東郷提督が感謝。



事故の無い平和な海を祈りながら、万が一の時に備え、

日々の訓練や救難器具の整備に努めています。

昌記車庫E邑函直』

救助要請
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出動・救助件数推移
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救助に必要な知識、技術習得のために
救命索発射訓練（山形県）

自国国国
海難の救助は夜間や荒れ狂う海で行われることが多く、遭難した人や船を救助す

るためには、日頃から救助技術の錬磨と、チームワークを養う必要があります。各救
難所では、日本財団の助成を受けて、いざという時に鍛えて訓練を実施しています。

救助活動を強力にサポート

図回国国
救助作業に必要なゴムボート、消防兼

排水ポンプ、救命索発射器、発電機、担

架、救命胴衣、トランシーバーなどの器具

は、青い羽根募金等の寄付金を受けて整

備する一方、海上保安庁からの無償貸与

も受けています。これらの器具は、いつで

も使用できるよう各救難所に保管されて

います。

全国の主要救難所に回傭

図図困
救助船は、郵便事業株式会社のお年

玉付年賀葉書等の寄付金による補助等を

受け、主要救難所に配備され、現在全国

に24隻が活動中です。

奉仕の精神に報いるために

図回目固国国
救難所員の献身的な海難救助行為に

対し、社会公共の感謝を表す報奨の意味

で、出動した救難所員に対し、一定の救

助出動報奨金が支給されます。

ゴムボート操法訓練（北海道）

第五あしがら（神奈川県．真鶴救難所）

大岳救難所（福岡県）
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ホームページ： http://www.mr j .o'r;jp 噌....，，，... ::,.” 

インターネット募金
「盆

青い羽根募金

集められた募金は、海の救難ボランティア52,000人の

尊い活動資金として使用されます。国民の皆様のご協力をお願いします。

IJP.i 公益社団法人日本水難救済会
〒102-0083
東京都千代田区麹町4丁目5番地海事センタービル7階
TEL: 03-3222-8066 FAX: 03・3222-8067
ホームページ http://www. mrj .or.j p 
E-mail v1161@mrj.or.jp 


